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二酸化窒素の予測地点における予測濃度は、St.1地点＝0.007ppm、St.2地点＝

0.011ppm、St.3地点＝0.013ppmとなり、それぞれ日平均値への換算を行い、環境基準

との比較を行った。 

換算結果は、表7-1.10(1)及び図7-1.16(1)のとおりで、二酸化窒素の日平均値の年

間98％値は、St.１で0.019ppm、St.２で0.025ppm、St.３で0.028ppmと予測され、いず

れも環境基準を満足する結果となった。 

浮遊粒子状物質の予測地点における予測濃度は、St.1地点＝0.0277mg/m3、St.2地点

＝0.0309mg/m3、St.3地点＝0.0350mg/m3となり、それぞれ日平均値への換算を行い、環

境基準との比較を行った。 

換算結果は、表7-1.10(2)及び図7-1.16(2)のとおりで、浮遊粒子状物質の日平均値

の年間２％除外値は、St.１で0.066mg/m3、St.２で0.075mg/m3、St.３で0.086mg/m3と

予測され、いずれも環境基準を満足する結果となった。 

 

表7-1.10(1)  ＮＯ２；年平均値から日平均値の年間98％値への換算結果（単位：ppm） 

項 目 
予測 

地点 

予測地点におけ

る将来予測濃度  

日平均値の年間

98％値注) 

環境基準（日平均値

の年間98％値） 

St.１ 0.007 0.019 

St.２ 0.011 0.025 
二酸化窒素 

（NO2） 
St.３ 0.013 

⇒ 

換算 

0.028 

0.04～0.06 

または、それ以下 

注) 換算式[年間98％値]＝a（[NO2]BG＋[NO2]R）＋b 

a＝1.12＋0.58・exp（-[NO2]R／[NO2]BG），b＝0.0112－0.0049・exp（-[NO2]R／[NO2]BG） 

       [NO2]R：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値（ppm） 

[NO2]BG：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 

出典）「道路環境影響評価の技術手法」（平成12年11月，（財）道路環境研究所） 

 

    表7-1.10(2) ＳＰＭ；年平均値から日平均値の年間２％除外値への換算結果（単位：mg/m3） 

項 目 
予測 

地点 

予測地点におけ

る将来予測濃度  

日平均値の年間

２％除外値注) 

環境基準（日平均値

の年間２％除外値） 

St.１ 0.0277 0.066 

St.２ 0.0309 0.075 
浮遊粒子状

物質（SPM） 
St.３ 0.0350 

⇒ 

換算 

0.086 

0.10以下 

注 )換算式[年間２％除外値]＝a（[SPM]BG＋[SPM]R）＋b   

a＝1.87＋0.86・exp（-[SPM]R／[SPM]BG），b＝0.0081－0.0174・exp（-[SPM]R／[SPM]BG） 

[SPM]R：浮遊粒子状物質の道路寄与濃度の年平均値（mg/m3） 

[SPM]BG：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（mg/m3） 

出典）「道路環境影響評価の技術手法」（平成12年11月，（財）道路環境研究所）
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図 7-1.16(1) 環境基準値との比較【二酸化窒素】 
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図7-1.16(2) 環境基準値との比較【浮遊粒子状物質】 

 
(ｵ) 環境保全措置の検討 

以上より、走行ルート沿道における対象物質（二酸化窒素及び浮遊粒子状物質）濃

度は、現況（H15年調査結果）とほぼ同じ濃度に維持され、かつ、環境基準を満足する

ものであり、工事関係車両等の走行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度の影響

は小さいものと判断されるが、以下の環境保全措置を実施することにより、環境への

影響をさらに低減することにした。 

 

【環境保全措置】 

●工事関係車両や廃棄物運搬車両の走行について、作業員等への指導（走行ルート

において、法定速度の厳守、急発進急停止の回避）を徹底する。 

 
(ｶ) 評価 

予測結果のとおり、走行ルート沿道における対象物質（二酸化窒素及び浮遊粒子状

物質）濃度は現況（H15年調査結果）とほぼ同じ濃度に維持され、かつ、環境基準を満

足するものであった。 

従って、工事関係車両等の走行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度の影響は

小さいものと判断されるが、さらに、環境保全措置を実施することにより、周辺環境

への影響は低減される。 

0.06ppm(環境基準値) 

St.1：筒瀬小学校前 St.2：県道 269 号線 St.3：県道 177 号線 

二酸化窒素の日平均値の年間 98％値への換算 

濃度（ppm）  

0.10mg/m3(環境基準値) 

St.1：筒瀬小学校前 St.2：県道 269 号線 St.3：県道 177 号線 

浮遊粒子状物質の日平均値の年間２％除外値への換算 
濃度（mg/? ）  
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二酸化窒素の予測地点における予測濃度は、St.1地点＝0.006ppm、St.2地点＝

0.011ppm、St.3地点＝0.013ppmとなり、それぞれ日平均値への換算を行い、環境基準

との比較を行った。 

換算結果は、表7-1.14(1)及び図7-1.19(1)のとおりで、二酸化窒素の日平均値の年

間98％値は、St.１で0.017ppm、St.２で0.025ppm、St.３で0.028ppmと予測され、いず

れも環境基準を満足する結果となった。 

浮遊粒子状物質の予測地点における予測濃度は、St.1地点＝0.0277mg/m3、St.2地点

＝0.0309mg/m3、St.3地点＝0.0349mg/m3となり、それぞれ日平均値への換算を行い、環

境基準との比較を行った。 

換算結果は、表7-1.14(2)及び図7-1.19(2)のとおりで、浮遊粒子状物質の日平均値

の年間２％除外値は、St.１で0.066mg/m3、St.２で0.075mg/m3、St.３で0.086mg/m3と

予測され、いずれも環境基準を満足する結果となった。 

 

表7-1.14(1)  ＮＯ２；年平均値から日平均値の年間98％値への換算結果（単位：ppm） 

項 目 
予測 

地点 

予測地点におけ

る将来予測濃度  

日平均値の年間

98％値注) 

環境基準（日平均値

の年間98％値） 

St.１ 0.006 0.017 

St.２ 0.011 0.025 
二酸化窒素 

（NO2） 
St.３ 0.013 

⇒ 

換算 

0.028 

0.04～0.06 

または、それ以下 

注) 換算式[年間98％値]＝a（[NO2]BG＋[NO2]R）＋b 

a＝1.12＋0.58・exp（-[NO2]R／[NO2]BG），b＝0.0112－0.0049・exp（-[NO2]R／[NO2]BG） 

       [NO2]R：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値（ppm） 

[NO2]BG：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 

出典）「道路環境影響評価の技術手法」（平成12年11月，（財）道路環境研究所） 

 

表7-1.14(2) ＳＰＭ；年平均値から日平均値の年間２％除外値への換算結果（単位：mg/m3） 

項 目 
予測 

地点 

予測地点におけ

る将来予測濃度  

日平均値の年間

２％除外値注) 

環境基準（日平均値

の年間２％除外値） 

St.１ 0.0277 0.066 

St.２ 0.0309 0.075 
浮遊粒子状

物質（SPM） 
St.３ 0.0349 

⇒ 

換算 

0.086 

0.10以下 

注 ) 換算式[年間２％除外値]＝a（[SPM]BG＋[SPM]R）＋b   

a＝1.87＋0.86・exp（-[SPM]R／[SPM]BG），b＝0.0081－0.0174・exp（-[SPM]R／[SPM]BG） 

[SPM]R：浮遊粒子状物質の道路寄与濃度の年平均値（mg/m3） 

[SPM]BG：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（mg/m3） 

出典）「道路環境影響評価の技術手法」（平成12年11月，（財）道路環境研究所）  
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図7-1.19(1) 環境基準値との比較【二酸化窒素】 
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図7-1.19(2) 環境基準値との比較【浮遊粒子状物質】 
 

(ｵ) 環境保全措置の検討 

以上より、走行ルート沿道における対象物質（二酸化窒素及び浮遊粒子状物質）濃

度は、現況（H15年調査結果）とほぼ同じ濃度に維持され、かつ、環境基準を満足する

ものであり、廃棄物運搬車両等の走行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度の影

響は小さいものと判断されるが、以下の環境保全措置を実施することにより、環境へ

の影響をさらに低減することにした。 

 

【環境保全措置】 

●廃棄物運搬車両の走行について、運転手への指導（走行ルートにおいて、法定速

度の厳守、急発進急停止の回避）を徹底する。 

 
(ｶ) 評価 

予測結果のとおり、走行ルート沿道における対象物質（二酸化窒素及び浮遊粒子状

物質）濃度は現況（H15年調査結果）とほぼ同じ濃度に維持され、かつ、環境基準を満

足するものであった。 

従って、廃棄物運搬車両等の走行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度の影響

は小さいものと判断されるが、さらに、環境保全措置を実施することにより、周辺環

境への影響は低減される。 

浮遊粒子状物質の日平均値の年間２％除外値への換算 

0.10mg/m3(環境基準値) 

St.1：筒瀬小学校前 St.2：県道 269 号線 St.3：県道 177 号線 

濃度（mg/? ）  

St.2：県道 269 号線 St.3：県道 177 号線 

二酸化窒素の日平均値の年間 98％値への換算 

St.1：筒瀬小学校前 

0.06ppm(環境基準値) 

濃度（ppm）  
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